
今回私達はフィリップ・ジンバルドによって提唱された時間志向という尺度を用いて大学

生にとって身近な存在である SNS の使用状況との関連性を調査しました。 
  



  



 
 

大学生活と密接に繋がっているものは上記のようにたくさんありますが今回私達は SNS
の利用に焦点を当てて研究を進めました。 
  



現在多くの大学生が SNS を利用しているが、SNS の利用に対して時間を無駄にしたと感

じる人がいる一方で SNS を有効的に活用している人も存在する。私達はそのような SNS
利用に対する傾向や満足感の差に時間志向が関わっているのではないかと考え、調査を行

いました。  



 

前ページの動機に加え、未来志向や過去肯定志向は比較的ポジティブに物事を考える時間

志向であるため SNS 利用に対しても満足感が高いのではないかと考え、また過去否定志

向や現在宿命論志向はネガティブに物事を考える傾向にあるため SNS 利用に対する満足

度も低いのではないかと考え上記のような仮説に至りました。 
  



研究の手順としては上記の流れで行いました。相関分析には SPSS という統計分析ソフト

を利用して、手順 4 で得られた結果の補足として利用しました。 
  



 
  



未来志向の SNS 利用に対するアンケート結果です。以下現在快楽志向、過去肯定志向、

過去否定志向、現在宿命志向に関しても同様のアンケートを取り、結果を載せています。 
  



 
 

 
 
 
 
 

 
 
 



 

 
 
 
 
 
 

 
 
 



 

 
アンケート問５における時間志向ごとの項目選択率です。選択肢内容は以下の通りです。 
1. 情報を発信するため 
2. 情報を集めるため 
3. 情報を共有するため 
4. ストレスを発散するため 
5. 記録媒体として（後々見返せるように） 
6. 他の人と連絡を取るため 
7. 近況報告するため 
8. 暇つぶし 
9. 「いいね」をもらうため 
10. つながりを増やすため 
11. その他 
 
赤に近づくほど選択割合が高くなり、青に近づくほど選択割合が低くなっています。 
  



アンケート問６における時間志向ごとの項目選択率です。選択肢内容は以下の通りです。 
1. 面白いと感じたこと 
2. 興味深かったこと 
3. 楽しかったこと 
4. 自分が失敗したこと 
5. 自己啓発 
6. 自慢 
7. 近況報告 
8. タメになる情報 
9. 今の気持ち（寒い、眠い 等々） 
10. 不満に思ったこと 
11. その他 
 
問５と同様に赤に近づくほど選択率が高くなり、青に近づくほど選択率が低くなっていま

す。 
 
 
 
 
 
 



これらのデータを踏まえた結果、時間志向の違いによる使用目的や投稿内容に差はほとん

どありませんでした。つまり時間志向と使用目的や投稿内容には相関がなかったという結

論に至りました。  



 
 

 
集計の結果、時間志向ごとの使用目的や投稿内容に差はなく、どの時間志向も上記のよう

な傾向であることがわかりました。  



 
 

 
使用目的や投稿内容に関しては差が見られませんでしたが、それぞれの SNS の投稿頻度

や使用時間については上記のような差が見られました。  



満足度を聞く質問は回答者が答えやすくなるよう言い方を変えた為、１に近づくほど満足

度が高いという事になります。  



まずは①についてそれぞれのデータを比較しながら説明していきます。 
  



 

未来志向は 1 日に 2.3 回 Twitter で投稿しています。 
  



過去肯定志向は 1 日に 4.8 回、過去否定志向は 1 日に 4.4 回 Twitter で投稿しており、未

来志向よりも多くなっていることがわかります。 
  



Twitter においては時間志向ごとに投稿数では差が出ましたが、投稿数の多さによって満

足度で差が生じることはありませんでした。  



前ページの結果からもわかるように時間志向や Twitter の使用方法と満足度の間は関係が

なかったため時間志向以外の何かが満足度に影響を与えているのではないかという結論に

至りました。 
  



②についても①と同様にアンケート結果のデータを用いて説明していきたいと思います。  



 

図からわかるように、他の時間志向に比べて過去肯定志向と未来志向の Facebook での投

稿頻度が多くなっています。  



 

全 SNS の使用目的や投稿内容に関しては差が見られないにも関わらず、Facebook の未来

志向と過去肯定志向においては投稿頻度と満足度の 2 つは差が見られるという結果が出ま

した。つまり投稿頻度の多さが満足度に影響を与えているという結論に至りました。 
  



なぜ投稿頻度の多さが満足度に影響を与えるのかという疑問について私達は対象となる時

間志向の特徴に着目しました。未来志向や過去肯定志向は他の時間志向に比べて物事をポ

ジティブに捉える特徴がある為、日常の出来事をポジティブに捉えることが多く、そのポ

ジティブなことを Facebook で投稿するので投稿回数が多くなり結果として高い満足度に

繋がるという結論になりました。  



 
 
相関分析の結果 Facebook において未来志向と過去肯定志向と投稿頻度や満足度には正の

相関があるということがわかりました。これは未来志向や過去肯定の度合いが強くなる

（各時間志向の数値が５に近づく）程、投稿頻度が多くなり満足度が高くなるという事を

表しています。また、投稿頻度と満足度に関しても正の相関があったため、投稿頻度が多

くなればなるほど満足度が高くなるという結果が導き出されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

③もアンケートのデータを用いて説明していきたいと思います。 
  



図からもわかるように Instagram における現在快楽、現在宿命、過去否定志向の１日の利

用時間は他の 2 つの時間志向に比べて多くなっています。 
  



 
Instagram においては使用目的や投稿内容に関しては差が見られないにも関わらず、使用

時間の長さと満足度の 2 つは差が見られるという結果が出ました。つまり使用時間の長さ

と満足度の間に関係性があると考えられます。 



なぜ Instagram において現在快楽、現在宿命、過去否定志向の使用時間と満足度が他の時

間志向に比べて長くなったのかについてもそれぞれの時間志向の特徴から推測しました。

現在快楽、現在宿命、過去否定志向は他の時間志向に比べてマイナス面を持っているた

め、他の人の投稿に対し憧れや羨望の気持ちをもって Instagram を利用するため、他の時

間志向に比べて使用時間が長く満足度が高くなるという結論に至りました。 
  



 
Instagram においては過去否定、現在快楽、現在宿命志向と使用時間及び満足度には正の

相関があることがわかりました。つまり過去否定、現在快楽、現在宿命志向の度合いが強

くなる（各時間志向の数値が５に近づく）程、使用時間が長くなり満足度が高くなるとい

う結果が得られました。



 

どの SNS においても満足度が高くなるような時間志向は存在せず、それぞれの SNS につ

いて適切な使い方をできる、つまり自分のスタイルに合った SNS を利用した際に満足度

が高くなるのではないかという結論に至りました。 
  



 

仮説と違い未来志向や過去肯定志向のようなポジティブな時間志向でも使用満足度が低く

なることがあり、過去否定志向や現在宿命志向のようなネガティブな時間志向でも使用満

足度が高くなる場合があるという結論が得られました。これは時間志向が SNS 利用の満

足度にそれほど影響を与えていないことを表しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上で終わりです。 
ご覧いたただきありがとうございました。 


